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議
　
員
　
小
中
学
校
の
生

理
用
品
の
配
布
場
所
を
女

子
ト
イ
レ
の
個
室
に
す
る

考
え
は
。

教
育
部
長
　
保
健
室
で
の

無
償
提
供
を
ト
イ
レ
の
全

個
室
に
掲
示
し
て
お
り
、

心
身
の
健
康
状
態
を
ケ
ア

し
な
が
ら
、
衛
生
的
に
安

心
な
も
の
を
手
渡
す
た
め

に
も
、
現
在
の
対
応
が
適

切
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
国
民
健
康
保
険

税
の
18
才
以
下
の
均
等
割

を
免
除
す
る
考
え
は
。

民
生
部
長
　
国
の
法
改
正

に
伴
い
、
令
和
４
年
度
か

ら
未
就
学
児
の
均
等
割
を

５
割
減
額
す
る
条
例
改
正

案
を
提
出
し
て
お
り
、
市

独
自
の
18
歳
以
下
の
免
除

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

業
も
あ
り
、
連
携
が
難
し

い
状
況
で
し
た
。
第
２
次

共
生
ビ
ジ
ョ
ン
が
来
年
度

で
終
了
す
る
た
め
、
第
３

次
の
策
定
に
向
け
て
、
新

規
連
携
事
業
の
検
討
や
既

存
事
業
の
再
編
を
行
う
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
カ
ー
ド
の
発
行

も
後
押
し
し
て
マ
ン
ホ
ー

ル
の
人
気
が
高
ま
っ
て
い

る
が
、
当
市
で
不
用
と
な

っ
た
蓋
の
取
扱
い
は
。

上
下
水
道
部
長
　
平
成
30

年
度
77
個
、
令
和
元
年
度

62
個
、
令
和
２
年
度
57
個

を
鉄
と
し
て
時
価
で
売
却

し
て
い
ま
す
。

月
１
日
の
開
校
に
向
け
て
、

開
校
準
備
委
員
会
や
専
門

部
会
で
の
協
議
を
継
続
し

な
が
ら
、
関
係
規
則
の
整

備
や
教
育
課
程
の
編
成
等

を
進
め
ま
す
。

議
　
員
　
現
代
美
術
館
と

県
内
の
美
術
館
と
の
連
携

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

市
　
長
　
令
和
２
年
７
月

に
青
森
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
５
館
連
携
協
議
会
が

設
立
さ
れ
、
今
年
度
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
と
、

建
築
を
共
通
テ
ー
マ
と
し

た
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

協
議
会
へ
の
支
援
を
通
じ

て
、
県
民
や
観
光
客
の
誘

客
を
促
進
し
、
地
域
経
済

の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
の
定
住
自
立
圏
の
連
携
、

取
組
は
。

企
画
財
政
部
長
　
一
部
中

止
や
規
模
を
縮
小
し
た
事

議
　
員
　
洞
内
・
松
陽
地

区
統
合
小
中
学
校
の
建
築

工
事
の
進
捗
状
況
は
。

教
育
長
　
現
在
、
基
礎
工

事
に
着
手
し
て
お
り
、
11

月
末
現
在
の
工
事
進
捗
率

は
約
５
％
で
、
当
初
の
計

画
ど
お
り
進
ん
で
い
ま
す
。

議
　
員
　
今
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
。

教
育
部
長
　
令
和
５
年
４

へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
事

業
者
側
に
説
明
会
を
も
っ

と
開
く
よ
う
市
が
働
き
か

け
る
考
え
は
。

市
　
長
　
県
を
通
じ
て
市

の
意
見
を
提
出
し
て
い
る

ほ
か
、
直
接
事
業
者
に
も

伝
え
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
十
和
田
古
道
の

調
査
状
況
は
。

市
　
長
　
現
在
、
市
民
グ

ル
ー
プ
に
よ
り
歴
史
的
、

文
化
的
価
値
の
全
容
把
握

に
向
け
た
調
査
や
研
究
活

動
が
続
け
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

議
　
員
　
十
和
田
古
道
を

観
光
資
源
と
す
る
考
え
は
。

市
　
長
　
古
道
の
調
査
結

果
が
示
さ
れ
た
段
階
で
、

そ
の
可
能
性
を
判
断
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

議
　
員
　
灯
油
価
格
高
騰

に
対
処
し
、
生
活
保
護
世

帯
や
低
所
得
世
帯
等
に
福

祉
灯
油
の
支
援
を
実
施
す

る
考
え
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
灯
油
価

格
の
推
移
を
注
視
し
、
国

の
経
済
対
策
等
を
踏
ま
え
、

必
要
に
応
じ
て
今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

議
　
員
　
風
力
発
電
設
置

計
画
に
伴
う
十
和
田
古
道 冬を暖かく過ごすために福祉灯油の支援を
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議
　
員
　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
副
反

応
の
状
況
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
相
談
内

容
の
主
な
症
状
は
発
熱
や

頭
痛
で
、
い
ず
れ
も
重
篤

な
状
態
の
方
は
い
ま
せ
ん
。

議
　
員
　
接
種
後
す
ぐ
の

副
反
応
で
は
な
い
場
合
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
相
談
の

後
に
受
診
す
る
こ
と
も
可

能
な
た
め
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
に
連
絡
を
頂
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
太
陽
光
発
電
設

備
の
設
置
や
大
規
模
風
力

発
電
計
画
に
よ
り
、
景
観

や
環
境
等
へ
の
影
響
を
危

惧
す
る
地
域
住
民
の
反
対

運
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

自
然
環
境
等
と
発
電
事
業

を
捉
え
て
中
堅
農
家
に
国

の
制
度
周
知
を
行
い
、
そ

の
活
用
を
促
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
今
後
外
国
法
人

や
外
国
人
と
思
わ
れ
る
者

が
、
森
林
を
買
収
す
る
事

態
が
発
生
し
た
場
合
の
対

策
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

農
林
商
工
部
長
　
水
源
周

辺
の
土
地
取
引
の
届
出
を

義
務
づ
け
る
条
例
が
、
全

国
18
の
道
府
県
で
制
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
青
森
県
で

は
条
例
を
制
定
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
今
後
に
備
え
、

先
進
事
例
を
参
考
に
調
査

研
究
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ろ
保
険
料
の
一
部
を
補
助

す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

議
　
員
　
補
助
対
象
農
業

経
営
体
全
戸
に
３
万
円
を

補
助
し
た
場
合
の
金
額
は
。

農
林
商
工
部
長
　
令
和
３

年
度
の
対
象
は
７
９
７
件

で
、
総
額
２
３
９
１
万
円

と
な
り
ま
す
。

議
　
員
　
中
堅
規
模
農
家

で
、
３
人
程
度
の
団
体
や

３
人
以
上
の
組
合
等
を
対

象
に
農
業
機
械
の
更
新
に

補
助
す
る
考
え
は
。

農
林
商
工
部
長
　
平
成
26

年
度
か
ら
30
年
度
ま
で
実

施
し
た
農
業
機
械
等
導
入

支
援
事
業
は
、
最
終
年
度

に
申
請
者
が
大
幅
に
減
少

す
る
な
ど
、
一
定
の
効
果

が
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。

現
在
は
認
定
新
規
就
農
者

や
新
規
認
定
農
業
者
を
対

象
に
支
援
を
継
続
し
、
課

題
で
あ
る
農
業
経
営
体
の

確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
で
も
支
援
を
実

施
し
て
い
る
た
め
、
機
会

議
　
員
　
農
業
の
収
入
保

険
制
度
加
入
促
進
の
た
め
、

保
険
料
の
一
部
を
補
助
す

る
考
え
は
。

市
　
長
　
加
入
に
は
青
色

申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り
、

非
常
に
ハ
ー
ド
ル
が
高
い

た
め
、
国
に
対
し
加
入
要

件
の
緩
和
を
働
き
か
け
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
よ
っ
て
、
今
の
と
こ

病
院
事
務
局
長
　
社
会
福

祉
士
が
行
政
や
関
係
団
体

と
連
絡
を
取
る
な
ど
し
て
、

可
能
な
限
り
社
会
福
祉
制

度
を
利
用
で
き
る
よ
う
な

連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
市
営
住
宅
の
入

居
希
望
者
へ
の
対
応
は
。

建
設
部
長
　
２
人
の
連
署

が
必
要
で
す
が
、
特
別
な

事
情
が
あ
れ
ば
連
帯
保
証

人
を
１
人
も
し
く
は
要
し

な
い
こ
と
も
可
能
で
す
。

議
　
員
　
社
会
福
祉
協
議

会
や
民
間
サ
ー
ビ
ス
等
と

連
携
し
て
身
元
保
証
を
強

化
す
る
考
え
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
核
に
、

個
々
の
ケ
ー
ス
に
沿
っ
た

対
応
や
関
係
機
関
と
の
調

整
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

と
の
調
和
の
た
め
の
条
例

を
検
討
す
る
考
え
は
。

企
画
財
政
部
長
　
今
後
、

国
や
県
が
進
め
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
の
取
組
を
踏
ま

え
て
調
査
研
究
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
施
設
入
所
者
等

の
高
齢
者
単
身
世
帯
が
増

え
、
身
元
を
保
証
で
き
な

い
こ
と
が
あ
る
。
中
央
病

院
入
院
時
に
連
帯
保
証
人

が
い
な
い
場
合
の
対
応
は
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

副
反
応
の
状
況
は

発
熱
や
頭
痛
の
相
談
は
あ
っ
た
が

重
篤
な
状
態
の
方
は
い
な
い

高額な農業用機械の導入に補助を

環境保全と事業の調和のための条例検討を13
議
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小
中
学
校
の
生
理
用
品
の
配
布
場
所
を

ト
イ
レ
の
個
室
に
し
て
は

保
健
室
で
の
対
応
が
適
切
と
考
え

衛
生
的
に
安
心
な
も
の
を
手
渡
す
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洞内・松陽地区統合小中学校の
建築工事の進捗状況は

令和３年11月末現在で
当初の計画どおり進んでいる野　月　一　博
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収入保険制度の加入促進のため
保険料を補助する考えは

補助の予定はないが
国へ加入要件の緩和を働きかける
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